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 【要 旨】 

 

脳室内腫瘍の病理学的診断のため、生検に神経内視鏡の応用が広がっている 

 

が、脳室内で神経内視鏡とインドシアニングリーン（ICG）を併用したという 

 

報告はない。本研究では脳室内で ICGを用いて病変を識別し、新たな生検部位 

 

の把握法を検討した。脳室内腫瘍により水頭症を来した症例に神経内視鏡下に 

 

ICGを投与後、腫瘍自体とその内部の蛍光性の不均等分布、血管系、周囲組織 

 

との境界が明瞭に描出されることを確認した。ICGの高輝度部位を生検し、有 

 

害事象なく十分量の検体を採取可能であった。確実に腫瘍は採取可能であった 

 

が、今後は本法での生検部位が最適か否かの検討が求められた。脳室内腫瘍に 

 

対する神経内視鏡下生検術は、ICGを併用する方法で有効性と安全性が高まる 

 

ことが示唆された。 


